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 ⼼と体の健康づくり
 チームビルディング・社内コミュニケーション強化
 能⼒向上・内省（経営層）
 経営・プロジェクトに新たな視点をもたらす（経営

層）
 その他（⼈材確保）

 座学だけの研修では、新⼊社員同⼠なかなか⼼の
バリアがなくならないが、体験活動を⼀緒に⾏う
ことで、関係性が深まることを実感している

若年層の社員研修等に森林セラピー®や森林内での協働作業などのプログラムを導⼊
チームビルディングやストレス耐性をつけることを⽬的に、社有林を活⽤して、新⼊社員等の若年層社員を対象とした研修に、森
林セラピー®、森林整備体験、間伐材を使ったオブジェづくり等の森林内での協働作業など、多様なプログラムを導⼊している。

業 種：製造業 本社所在地：東京都中央区
U  R  L：https://www.jp.lambda.tdk.com/ja/index.html

役割分担と参加促進に向けた取組

企業が、地域の窓⼝のしなの町Woods-Life 
Communityに相談し、地域で提供されているプロ
グラムから選択して研修に導⼊している。（社有
林の整備は、地元の団体に委託）
研修の対象は、社員から要望があったことや昇格
への意欲喚起、⾃⼰のキャリアを考える場の提供
等の観点で、徐々に拡⼤しており、2021年から６
年次研修も実施。
■プログラム構築：

企業が、地域で提供されているプログラムの中
から選定し、研修に導⼊。

■導⼊形態：
参加必須の研修（⽇帰り）

■対 象 者：
若年層（新⼊社員・2・3年次、6年次）

経営層（コーチング研修）
■費⽤負担：

企業が全額負担

取組内容とその効果

＜実施地域：森林サービス産業推進地域「⻑野県信濃町地域」＞
チームビルディングやストレス耐性をつけることを⽬的に、通常の座学に加えて、森
林セラピー®、森林整備体験、間伐材を使ったオブジェづくり等の森林内での協働作業
など、多様なプログラムを導⼊。
共通の体験という、「連帯感の醸成」が離職率低下（３年以内退職者：12％→3％）
につながっていると感じている。
今後は、管理職や経営層等のコーチング研修にも取り⼊れていきたいと考えており、
2023年度は、経営層を対象として森リトリートを実施。

導⼊の経緯と決め⼿
社有林の有効活⽤を検討している中で、2007年に信濃町と「森林の⾥親協定」を締結。
信濃町が森林セラピーに取り組んでいることを知って、翌年春から、それまで本社で
開催していた新⼊社員研修を信濃町での開催に切り替え、森林セラピー®等のプログラ
ムを取り⼊れることとした。
トータルの費⽤は従前とあまり変わらず、社有林を活⽤できることが決め⼿となった。

従業員の声

役員全員で参加した「森の
リトリート」3⽇間で約14
時間が森に⼊り⼀⼈で過ご
す時間。
⼼理的安全性に守られた中
で森林と⼀体となり、焚⽕
を囲んだ語らいの場は、
様々な対話が⾃然発⽣し内
省できる豊かで貴重な場で
した。

⽬的

結果（企業の声）
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